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飼い葉桶のキリスト飼い葉桶のキリスト

　キリスト教は、２千年前に一人の人間として生まれ、十字架に付けられて死んだイエスと言う人が、救い主キリストで
あると信じる事が原点となります。
　救い主とは何か、救いとは何かと２千年の間に様々な議論がされてきました。一般人にとって、目で見てわかるという
のが大切という真理に基づいて、イエスの誕生の場面を人形の形で表現する伝統があります。これを始めたのは、１３世
紀のイタリアのフランシスコという人だそうです。今もヨーロッパでは、各教会が競い合って馬小屋や三人の博士などを
加えて飾り、お互いに見に行って翌年はさらに良いものをと競っているようです。日本でも長崎の教会では競い合いがあっ
た事を知りました。
　「救い主」と言うものに抱くイメージは、人それぞれと思います。それにしても、飼い葉桶の中に置かれた赤子を救い
主と信ずるには大きな飛躍が必要です。宿屋に泊まる事ができなくて馬小屋に泊まり、その馬のえさを入れる飼い葉桶に
寝かされた幼子、この姿のどこが救い主なのでしょうか。そして救い主を目で見てわかるためにこの姿で表わそうとした
フランシスコという人は何を考えたのでしょうか。
　当ガラシア会の理念は、「病める人を癒されたキリストの慈しみの心にならい運営される」ことにあります。そのキリ
スト＝イエスは、馬小屋の飼い葉桶で人としての生を始められました。誕生の折には、貧しい羊飼いや、遥か東方の賢者
たちには救い主と認められながら、この世の王からは迎えられることはありませんでした。その後も、一人の人間として
は、つつましい大工の息子としての人生を送ったのです。ガラシア会はその理念から離れることなく、ここで働く人も、
取り巻く環境も、使われる薬剤・資材も、キリストの慈しみの心に相応しいもので在り続けたいと願っています。
　現在のガラシア病院本館の建物は、１９６９年に完成しました。堅牢に造られてはいますが、今の建築基準法の基準に
は合っていないという事で、建替えを求められてきました。色々な検討や手続きを経て、いよいよ来年１月には、更新築
工事に取り掛かる事になりました。
　建築価格の増嵩が甚だしく、計画段階での夢や希望を少しずつ小さくしながら現実的なプランへと変更を余儀なくされ
た面もあります。時代の変化を先取りしようと考えながら、時代の変化に先を越された部分もあります。しかし、次の時
代を支える病院として必要な機能は組み込むことができたと考えています。利用される皆様には、工事期間中はご不便を
お掛けする事になりますが、ご理解のほどお願い申し上げます。

医療法人ガラシア会　施設長
石丸　伸司

第２４回がらしあまつりを終えて第２４回がらしあまつりを終えて
　２０１７年１０月２２日（日）第２４回がらしあまつり
を開催し、大盛況のうちに終えることができました。今年
度は全体のテーマとして『地域とともに歩む』サブテーマ
として『住み慣れたこの街でずっと暮らそう』を掲げ、新
たな催しを企画しました。
　今年は、老健４階で焼きそばや豚汁、フランクフルトな
どのフードコートが展開され、ゆっくり座ってお食事を楽
しんで頂きました。
　病院２階ではシスターのお店や物産展などに多くの方が
来られ真剣な眼差しで商品を選ばれていました。アロマセ
ラピーやハープセラピーではみなさんリラックスした表情
で、癒しのひと時を過ごされたのではないでしょうか。
　病院７階ガラシアホールでは「実り豊かな老後を過ごす
ために」というテーマで阿曽沼先生による講演会が行わ

れ、講演会終了後は大阪ガス弦楽アンサンブルのみなさん
による演奏会が行われました。約１００席の会場はほぼ満
員となり、講演会・演奏会ともに大きな拍手が起こり大変
盛り上がりました。
　当日は台風が接近している中、たくさんの方々にご来場
いただき本当にありがとうございました。今年は雨天の場
合も考慮して屋内での開催としたのが功を奏し、無事に終
了することが出来ました。ご協力いただいた関係者の皆
様、地域の皆様、ボランティアの皆様にも厚く御礼申し上
げます。
　なお収益金はカトリック大阪大司教区を通して、社会福
祉法人「神戸少年の町」に全額寄付いたします。

がらしあまつり実行委員長
老健デイケア主任　三木　優信

彼らがベツレヘムにいるうちに、
マリアは月が満ちて、初めての子を産み、
布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。
宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。
　　　　　　（ルカ 2 章６－７節）



ニューライフガラシアの大運動会ニューライフガラシアの大運動会
　２０１７年１０月４日（水） ニューライフガラ
シアで大運動会が行われました。
　紅白に分かれての玉入れやパン食い競争などで
白熱した後は、“映画”がテーマの仮装大会で
ちょっと一息。銀幕のスター顔負けの迫力でし
た。さて仮装（変装？）の映画タイトル、わかり
ますか？（ヒント：仁義なき戦い、チャップリン
と犬、七人の侍）
　優勝した白組にはトロフィーが授与されました。
運動会の後はフロアでお弁当をいただきました。
皆さんたくさん召しあがっておられました。

介護老人保健施設ニューライフガラシア
川水　真奈美

リハビリテーション科
大硲　久也

体力測定会と体力アップ講座体力測定会と体力アップ講座
　当院では、地域住民の方々に健康増進に役立つ情報をお伝えするために「ガラシア健康教室」を１月、５月、９月の年
３回行っています。それに加えて、地域住民の方の健康寿命延長への取り組みとして２０１５年より健康教室会員を募集
し、会員を対象に年２回の「体力測定会」を開催しています。体力測定会は身長、体重、握力、大腿四頭筋筋力、片脚立位時間、
体幹機能 (SST) を測定し、年齢と比較した体力レベルを示した結果を個別にお渡ししています。体力測定会に参加する
ことで、自身の体力レベルが確認出来、記録を保存できます。これまで５回開催し延べ１５５名の方にご参加いただきま
した。測定会では簡単な運動の講義も行い、運動の習慣化を促しています。そして２０１６年より「体力アップ講座」も
開始いたしました。講座では、効果的で正しい運動方法を習得していただく目的で、筋力トレーニングの実践を中心に行
い、簡単な栄養摂取のポイントもお話させていただきました。これまで３回開催しのべ５８名の方にご参加いただきまし
た。このように、健康教室では健康寿命の延長に対する取り組みを実施しています。今後も体力維持向上に貢献できる内
容を提供していきたいと考えています。ご興味のある方は是非、健康教室会員にご入会ください。健康教室会員は随時募
集していますので、総合案内でお尋ねください。

誤嚥性肺炎にならないために誤嚥性肺炎にならないために
　今回は『誤嚥性肺炎』についての話題です。食べ物を飲
み込むことを『嚥下』といい、その飲み込んだ食べ物が食
道ではなく、気管の方へ侵入してしまうことを『誤嚥』と
いいます。異物の入った肺で炎症が起こるのが『誤嚥性肺
炎』です。嚥下は食べ物が喉を通る感覚とのどのさまざま
な筋肉の動きが、脳で複雑にプログラミングされておこっ
ています。普段私たちは１秒足らずの間に反射として無意
識に行っているのです。従って、脳卒中など脳の障害や神
経・筋疾患では嚥下障害を来すことがありますし、高齢者
はのどの筋力や感覚が衰えているため、誤嚥を起こしやす
くなります。
　では、自宅でもできる誤嚥予防策をいくつかご紹介しま
す。水分でよくムセる場合は、食べ物がのどを通るスピー
ドに筋肉の動きがついて行けていないことが多いです。そ
の時は水分にとろみをつけることで、のどを通るスピード
が調整できます。のどの力が弱いときは一口量を少なくす
るのも有効です。一口量が多いと食物を送り込むのにより

多くの力が必要になります。なお、力
強くムセることも重要で、誤嚥したと
しても食物が喀出できれば肺炎になり
にくくなります。よくおしゃべりし、
笑い、歌うことで肺活量の維持やのど
の筋力増強も図れます。色やにおい、
はっきりとした味、温冷など五感をフ
ル活用させ「食事は楽しい」と思って
いただくのも大切です。感覚が低下すると、気管に侵入し
ても反射的なムセが起こらず、知らないうちに誤嚥を繰り
返してしまいます。嚥下造影検査という、造影剤（バリウ
ム）の混ざった食物を嚥下してもらいそれを X 線で透視す
る検査で発見できます。
　当院ではリハビリテーション医、言語聴覚士、作業療法
士、理学療法士、看護師、介護士、栄養士、放射線技師な
ど多職種のチームで、積極的に嚥下機能の評価、摂食機能
療法を行っています。症状に悩まれたらご相談ください。

リハビリテーション医

山本　理奈
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編集後記

クリスマスを待つ…

編集・発行　広報委員会

　今回のめぐみは、ホスピス病棟の家族コーナーに飾られている糸絵の写真を表紙にしました。これは、
糸絵作家の三角 千恵子先生によって作成された、「英国バークシャープライトウォルトン大聖堂ステン
ドグラス」という作品です。2005 年ホスピス開設時に作者と親しくされていた患者様のご家族より
当院に寄贈していただきました。刺繍で表現された大聖堂は１０年以上たった今も色鮮やかで、近づい
て見入ってしまう美しさです。さてもうすぐクリスマスです。冬支度は万全でしょうか？乾燥しやすい
この季節、体調管理に気を付けてクリスマスを迎えましょう。

日本医療機能評価機構認定病院
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　はるか昔、私の教会デビューはクリスマスの日でし
た。当時、通っていた幼稚園はキリスト教とは関係あ
りませんでしたが、「クリスマスというのはイエス・
キリストの誕生日で、教会でお話しを聞くのよ」とい
う先生の言葉に、お話を聞くのが好きな私は大いに興
味を持ち、母にせがんで近くの教会に連れて行っても
らいました。
　実は「誕生日」という説明には少々問題があります。
なぜならキリストの本当の誕生日がいつなのかは分か
らないからです。今、私たちは１２月２５日にお祝い
していますが、聖書には生年月日の記述はありません。
　まだキリスト教が生まれたばかりの古代ローマ時
代。１２月２５日は太陽神ミトラのお祭りの日でし
た。一年で最も日照時間の短い冬至の後、太陽の復活
を祝っていたのです。
　けれどもキリスト教徒たちは「自分たちにとっての
太陽はキリストである」と、その日にキリストの誕生
を祝うようになりました。
　教会では、クリスマスの四週間前から、キリストの

誕生を待ち望む「待降節」が始まります。待降節には、
四本のろうそくを飾り、日曜日が来るごとに一本ずつ
火をともしていきます。毎週少しずつ光が増え、明る
くなってゆく。4 本すべてに火が灯された後、いよい
よこの世を照らす光であるイエス・キリストの誕生を
迎えます。待降節の間は、心身を整え、キリストを迎
える準備をします。アドベントカレンダーという楽し
いグッズもあり、これは、待降節の間、毎日ひとつず
つ窓を開けて、小さなプレゼント（お菓子やメッセー
ジなど）を受け取るものです。
　ちなみに「クリスマス」という言葉は、英語で「キ
リストのミサ」という意味です。
クリスマスにまつわるイベントは数限りなくあります
が、今年は原点に立ち返っ
て、教会で過ごしてみては
いかがでしょう。教会デ
ビューを考えている方は、
是非このクリスマスにお近
くの教会をお訪ね下さい。

総務課　石川　治美


